




















1 2006 年 10 月 9 日、第 1 回目の核実験（プルトニウム型）。2009 年 5 月 25 日、
第 2 回目の核実験（プルトニウム型）。2013 年 2 月 12 日、第 3 回目の核実験（「小
型化に成功した」と主張）。2016 年 1 月 6 月、第 4 回目の核実験（「水爆実験に成功」
と主張）。同年 9 月 9 日、第 5 回目の核実験（「核弾頭実験の成功」と主張）。
2 「조선핵무기연구소핵탄두폭발실험에성공」『조선통신』,2016 年 9 月 9 日 ,（朝
鮮通信社ホームページ）＜ http://www.kcna.co.jp/index-k.htm ＞ .　　　
3 「核弾頭の威力確認」『朝日新聞』, 2016 年 9 月 10 日付日刊 ,14 版（1）.
4 「核武成不了朝鲜改变国运的突破口」『环球时报』社评，2016 年 1 月 7 日（星
期四），第 3798 期（14）．「朝鲜核弹搅局够，战略威慑差得远」『环球时报』社评，




























2016年1月15日 , （時事通信社 JIJIwebホームページ）＜http://jijiweb.jiji.com＞ . 「中
国、新制裁決議に同意＝北朝鮮の核問題で王外相表明」『時事通信社』, 2016 年 9
月 14 日 , 同上 .
6 詳細は、拙稿「北朝鮮に対する中国朝鮮族の意識変化」（『国際文化研究紀要』























































7 「吴䘵贞：延吉边务报告 第 2 章」李澍田编『长白丛书 初集』吉林文史出版社，
1987 年（姜龙范『近代中朝日对间岛朝鲜人的政策』黑龙江民族出版社，2000 年 ,43
页）。
8 拙稿「満州国における日本の経済統制と朝鮮人移民政策」（『国際文化研究紀

























9 韓国史料研究所編『朝鮮統治史料』第 10 巻，宗高書房，1970 年，241 頁。
10 鶴嶋雪嶺、西重信「朝鮮人の間島入植と日本の朝鮮政策」『関西大学部落問
題研究室紀要』第 4 号，関西大学部落問題研究室，1973 年を参照されたい。



























































1948 年 10 月 27 日（同上）。
16 「东北各地朝鲜人民庆祝朝鲜人民民族政府成立」，『东北日报』，1948 年 12 月
1 日（同上）。
17 「ソウル市の解放捷報に全延吉市民が歓喜鼓舞される」，『東北朝鮮人民報』，
1950 年 6 月 29 日（同上）。
18 「延吉人民は入隊、後方支援を積極的に志願」，『東北朝鮮人民報』，1950 年




























































万人で、そのうち朝鮮族が 36.2％の 77.4 万人を占めている。延辺は朝鮮族人口が
多かったため（当時朝鮮族の比率は 62％）、1952 年 9 月 3 日に延辺朝鮮族自治区
に指定され、1955 年 12 月には自治州と変更された。中国における自治区、州とい
う制度は、少数民族の文化や権益を守るための政策であり、具体的には少数民族
が自治区、州の首長に任命され、言語の公用語化や民族教育の実施が認められて
いる。（延辺州統計局編『延辺統計年鑑 2015 年版』延辺人民出版社、2016 年 5 月）。
23 「延辺州 2015 年国民经济和社会发展统计公报」『中国统计局』，2016 年 5 月 5


























24 同上 ( 中国統計局ホームページより参照）＜ http://www.stats.gov.cn/ ＞ .
25 「対外開放と中国的朝鮮族」『民族研究』第 6 号，中国国家民委民族研究中心，
1997 年，19 ～ 28 頁。
26 「朝鲜族人口变化」『延边日报』総合新聞版，1997 年 1 月 27 日。
27 延辺地域の朝鮮族人口の変化を見ると、自治州の設立した際（1955 年）、朝
鮮族人口は全人口の 62％占めていたが、2000 年は 37.7%、2015 年は 36.3% と
低下する一方である（延辺州統計局編『延辺統計年鑑 2015 年版』延辺人民出版























紀要』第 17 号，2010 年）， 165 ～ 185 頁を参照。
29 林今淑「対中国朝鮮族出国热的思考」『中国朝鮮族文化現状研究』黒竜江民
族出版社，2000 年，139 頁。
30 「対外開放和中国的朝鮮族」『民族研究』第 6 号，中国国家民委民族研究中心，
1997 年，19 ～ 28 頁。 
31 鄭雅英「韓国の在外同胞移住労働者－中国朝鮮族労働者の受け入れ過程と現
状分析」『立命館国際地域研究』第 26 号，2008 年 2 月，78 頁。
32 「지역및성별등록외국인현황 1992~2015 년」『국가통계청』,2016 년 8 월 4 일 ,
（韓国国家統計庁ホームページ）＜ http://kosis.kr/ ＞ .
33 中国朝鮮族人口数は 2010 年に実施した「中国第 6 次人口普査」の人口数を
使用。中国では 10 年一度人口調査を行うため、この人口数が最新の公式人口数

























































物館，2007 年，187 ～ 197 頁を参照。
36 著者の2006年中国長白でのインタービュによる（高鮮徽「中国朝鮮族のグロー
バルな移動と（南北）コリアンの関係」日本国際文化学会『インターカルチュラル』
第 10 号，2012 年 3 月 31 日，122 頁）。
37 詳細は、拙稿「図們江地域開発計画における中国延辺朝鮮族自治州の変化と






































学生総数（人） 割合（%） 社会人総数（人） 割合（%）
好き 68 33.0 24 22.2
嫌い 52 24.8 21 19.4
どちらでもない 89 42.9 63 58.3














学生総数（人） 割合（%） 社会人総数（人） 割合（%） 人数合計（人） 割合合計（%）
中国朝鮮族 140 66.9 99 91.6 239 75.3
中国人 65 31.1 6 5.5 71 22.3
韓国・朝鮮人 4 1.9 3 2.7 7 2.2
わからない 4 1.9 0 0 4 1.2






























100 人にのぼると発表した。（이수석「김정은정권 4 년평가 : 북한정치의변화」『김
정은정권 4 년평가와남북관계전망－ 2015 년국가안보전략연구원 국내학술회의』,






















出所： 『読売新聞』,2016 年 1 月 8 月付朝刊,
13 版 (8)。








41 「軍など検問　厳戒態勢－中朝国境ルポ」『読売新聞』,2016 年 1 月 8 月付朝
刊 ,13 版 (8).
42 9 月 9 日、NHK は中継で延吉の様子を伝えたほか、CCTV と KBS もニュー
ス番組で同日の延吉状況を伝えた。（各国メディアのホームページより）, ＜
http://www3.nhk.or.jp/ ＞＜ http://news.cctv.com ＞＜ http://www.kbs.co.kr/ ＞
43 「中朝边境辐射环境未见异常」『中央电视台』,2016 年 9 月 9 日 ,（中国中央テ































44 今度のアンケート調査は、主に 30 代から 40 代の中国朝鮮族の社会人を調査




































































































2006 年 10 月 9 日
2009 年 4 月 5 日
 5 月 25 日
2012 年 2 月 29 日
 4 月 11 日
  13 日
 12 月 12 日
2013 年 2 月 12 日
2016 年 1 月 6 日
 2 月 7 日
 3 月 18 日
 4 月 15 日
  23 日
  28 日
 6 月 22 日
 7 月 9 日
  19 日
 8 月 3 日
  24 日
 9 月 5 日
 9 月 9 日
1 回目の核実験
長距離ミサイル「テポドン２」改良型発射
2 回目の核実験
ウラン濃縮活動を一時停止する米朝合意
金正恩氏が朝鮮労働党第一書記に就任
「テポドン２」発射
「テポドン２」発射
3 回目の核実験
4 回目の核実験
「テポドン２」改良型発射
「ノドン」発射
「ムスダン」発射、失敗
潜水艦発射弾道ミサイル（ＳＬＢＭ）発射
「ムスダン」発射、失敗
「ムスダン」２発発射、１発失敗
ＳＬＢＭ発射、初期飛行に失敗
弾道ミサイル３発発射
「ノドン」とみられる中距離弾道ミサイル発射
ＳＬＢＭ発射、日本の防空識別圏に落下
「ノドン」３発を日本海に向け発射
5 回目の核実験
出所：『時事通信社』(時事通信JIJIwebホームページ), 
＜http://jijiweb.jiji.com＞より作成。
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李　金正恩政権の核暴走と中国朝鮮族の対北朝鮮意識
【補足資料】
「北朝鮮核実験に対する中国朝鮮族の意識調査表」
　北朝鮮政権は核開発とミサイル実験発射を続けています。特に、金正恩
政権になってから連続三回の核実験を行い、今年に入ってから１月に「水
爆」実験、９月に「核弾頭」実験を実行しました。
　このアンケート調査は、社会各分野のみなさんが、北朝鮮の「核実験」
に対して考えていることを調べるために行うものです。質問には自分が本
当に思っていることを正直に答えてください。なお、この調査の結果につ
いては、学術論文以外には使用しません。
　お忙しいことと存じますが、ご協力くださいますようお願いいたします。
*注
1、自分にあてはまると思う答えをA ～ Dのなかで一つだけ選んで書いて
ください。
2、調査票には、自分のお名前を書かなくて結構です。
日本横浜市立大学　　李　向日
2016年9月19日　　
質問１、北朝鮮の「核実験の成功」をどう思いますか。
A、朝鮮民族の誇り。
B、単なる独裁国家の暴走。
C、北東アジア諸国安全への重大な挑戦。
D、朝鮮半島の平和統一のために必要。
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質問２、今後、北朝鮮がまたも「核実験」を実行します、どう思います。
A、核武装するために必要。
B、地域安定のため、制止する必要がある。
C、放射能汚染に影響されないか心配。
D、戦争が起きないか心配。
質問３、このような北朝鮮をどう思います。
A、好きです。
B、嫌いです。
C、どちらでもない。
質問4、北朝鮮という国はあなたにとって何ですか。
A、先祖が住んでいた故国。
B、我々の愛する祖国。
C、迷惑な独裁国家。
D、単なる暴走する隣国。
質問5、今後、北朝鮮はどうなってほしいですか。
A、北朝鮮が武力によって、朝鮮半島を統一し、社会主義国家を成立して
ほしい。
B、ある手段によって、韓国に統一されてほしい。
C、中国式改革開放政策が導入され、経済発展と平和になってほしい。
D、国が滅びるまで、ほっとけばいい。
